











































 以下の T1 から T4 は『自然な日本語 II』（1991）に出ている「あわてる」を使っ











して平易に変更したものがS1 からS4 である。ただし、学習者の例S1 からS4 は「    
ので、あわてて    。」というように、「あわてて」の後に動詞が使われる用法
で文を完成させるよう指示されて作ったものである。「    ので、あわてた。」
より使い方が難しいようで誤りはすべてこの形の方だった。 
 
S1  : こどもは道に迷ったので、あわてて泣き始めた。 
S2  : あまり時間がないので、あわてて食べてください。 
S3  : お酒を飲みすぎたことがばれたので、あわてて階段から落ちました。 



















ここで、2.の教科書の例文に戻って照らし合わせると、T1 と T2 はあわてる①、
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わてる①の時はただ泣くのではなく、なにか方策を探そうとしているはずであるし、
あわてる②であれば、急いで意識的に泣き始めることになり、違和感が残る。 




























添削例 S3-1: あまり時間がないので、あわてて食べた。 
添削例 S3-2: あまり時間がないので、急いで食べてください。 
添削例 S3-3: あまり時間がないので、むせないようにあわてずに食べよう。 
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 最後に「忙しい」との共起がしっくりいかない場合を考える。 
 
学習者の文 S4: 朝寝坊して忙しかったので、あわてて歯を磨いた。 
添削例 S4-1: 朝寝坊して忙しかったので、急いで歯を磨いた。 
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